
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：鈴木 克宗

事業名 一般国道１８号 野尻ＩＣ関連 事業 一般国道 事業 国土交通省
のじり

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：長野県上水内郡信濃町古間 延長
かみみのち し な の ふ る ま

至：長野県上水内郡信濃町野尻 ８．７km
かみみのち し な の の じ り

事業概要 信濃町地域における国道18号は、狭小幅員、急勾配箇所が存在するとともに豪雪地帯であ
るため交通障害がたびたび発生している。また、野尻湖付近においては、慢性的な渋滞が発生している。
本事業は、冬期における安全かつ円滑な交通流を確保し、交通混雑の緩和を目的としたﾊﾞｲﾊﾟｽ及び現道拡
幅で計画された延長8.7kmの道路です。
Ｈ元年度事業化 Ｓ６０年度都市計画決定 Ｈ５年度用地着手 Ｈ６年度工事着手

（野尻～野尻上ノ原）
Ｈ ２年度都市計画決定
（野尻上ノ原～古間）

全体事業費 約２５０億円 事業進捗率 ４７％ 供用済延長 ３．３km
計画交通量 ６，６００～１３，３００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １４１/１４３億円 ２１６/２１６億円 平成１６年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：201/201億円１．５ 事 業 費：104/106
億円 走行費用減少便益： 15/ 15億円(残事業) 維持管理費： 37/ 37

交通事故減少便益： 0/ 0億円１．５
事業の効果等

、 。）・円滑なﾓﾋﾞﾘﾃｨの確保(現道等の事前通行規制区間 特殊通行規制区間又は冬期通行障害区間を解消する
・生活環境の改善・保全（現道等で騒音ﾚﾍﾞﾙが夜間要請限度を超過している区間について新たに要請限度

を下回ることが期待される区間がある ） 他１２項目に該当。
関係する地方公共団体等の意見
信濃町町長及び一般国道１８号野尻ﾊﾞｲﾊﾟｽ促進期成同盟会より平成１５年９月２６日早期整備要望
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
信濃町ICを含む上信越自動車道の供用（H9年度 、妙高野尻BPの供用（H9年度 、県道杉野沢黒姫線の） ）

供用（H15年度）
事業の進捗状況、残事業の内容等
現在までに３．３kmが部分供用している。現道拡幅区間を含む５．４kmが未整備である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
遺跡が広範囲に分布しており、ほぼ全線にわたり発掘調査を行った。調査では総じて新発見が相次ぎ期
間を要した。今後、上町地区のﾊﾞｲﾊﾟｽ化を優先的に進め、平成２４年度の供用を目指す。
施設の構造や工法の変更等
供用区間のﾄﾝﾈﾙは片側歩道としｺｽﾄ縮減を図った。未供用区間についても幅員を見直しｺｽﾄ縮減が可能。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

（※1）事業全体の費用分析は、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を行っている。
、 、 。※ 総費用 総便益とその内訳は 各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの

 


